
移
行
期
の
栄
養
・
飼
養
管
理
は
重
要

　

移
行
期
の
管
理
が
適
切
で
あ
れ
ば
、
乳
牛
は
分
娩
後
も

健
康
で
あ
り
、
高
成
分
・
高
乳
量
が
期
待
で
き
、
更
に
適
切

な
時
期
に
繁
殖
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
直
面

す
る
大
き
な
課
題
は
、
泌
乳
の
開
始
に
と
も
な
う
、「
負
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
蛋
白
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
バ
ラ
ン
ス
」で
す
。
こ

れ
ら
の
〝
負
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
〟
は
、
ケ
ト
ー
シ
ス
や
低
カ

ル
シ
ウ
ム
血
症
と
い
っ
た
代
謝
疾
病
の
要
因
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
牛
の
免
疫
力
を
抑
制
し
、
子
宮
炎
、
乳
房
炎
、
蹄

病
等
の
疾
病
に
も
つ
な
が
り
得
ま
す
。
移
行
期
や
そ
の
後
の

泌
乳
期
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
乾
乳
期
と
産
褥
期
、
更
に

は
泌
乳
後
期
の
飼
料
及
び
飼
養
管
理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

分
娩
前
後
の
乾
物
摂
取
量
を
維
持

　

乾
物
摂
取
量
は
乾
乳
前
期
・
後
期
を
通
し
て
高
く
維
持
さ

れ
、
分
娩
後
に
は
泌
乳
ピ
ー
ク
ま
で
一
貫
し
て
高
ま
る
事
が

望
ま
れ
ま
す
。
分
娩
後
す
ぐ
に
飼
料
や
水
を
摂
取
で
き
る

環
境
を
整
え
る
事
も
重
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ー
研
究
所
で
の
調
査
で
は
、
分
娩
後
3
時
間
以

内
に
飼
料
を
摂
取
し
な
か
っ
た
牛
は
そ
の
後
の
疾
病
の
罹

患
率
が
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
産
褥
期（
一
般
的
に
は

分
娩
後
14
～
21
日
ま
で
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）に
つ
い
て
は
、

ル
ー
メ
ン
の
健
全
性
を
維
持
し
、
摂
取
量
を
高
め
る
た
め
、

粗
飼
料
由
来
の
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
多
い
産
褥
期
専
用
飼
料
を
給
与

す
る
事
が
望
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
産
褥
期
専
用
飼

料
を
長
い
期
間
給
与
し
す
ぎ
る
と
、
逆
に
乾
物
摂
取
量
を

抑
制
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

図
１
に
示
し
た
試
験
で
は
、
分
娩
後
28
日
ま
で
産
褥
期

専
用
飼
料（
粗
飼
料
由
来
Ｎ
Ｄ
Ｆ
27
%
）を
給
与
し
ま
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
で
は
、
分
娩
後
10
日
目
以
降
の
乾
物
摂
取
量

の
増
加
が
妨
げ
ら
れ
て
お
り
、
高
泌
乳
用
飼
料（
粗
飼
料
由

来
Ｎ
Ｄ
Ｆ
20
％
）に
切
り
替
え
た
29
日
目
以
降
摂
取
量
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
あ
り
、
乾
物
摂
取
量
が
高
ま
っ

て
き
た
産
褥
牛
は
速
や
か
に
高
泌
乳
用
の
飼
料
に
切
り
替

え
る
事
が
望
ま
れ
ま
す
。

低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
を
防
ぐ
に
は

　

産
褥
期
で
の
低
カ
ル
シ
ウ
ム（
以
下
Ca
）血
症
は
依
然
と

し
て
多
く
の
農
場
で
見
ら
れ
る
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、
周

産
期
疾
病
の
増
加
、
乳
量
減
少
、
繁
殖
成
績
の
低
下
な
ど

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
分
娩
後
の
低
Ca
血
症
は
、
血
漿

中
Ca
濃
度
８
㎎
/
dl
以
下
が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
８
㎎
/
dl
以
下
で
あ
る
時
間
を
短
く
す
る
事
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す（
図
2
）。
低
Ca
血
症
予
防
の
た
め
に
は
、

①
分
娩
前
の
摂
取
量
の
維
持
、
分
娩
後
の
速
や
か
な
摂
取

量
向
上
、
②
分
娩
後
の
経
口
も
し
く
は
皮
下
で
の
カ
ル
シ
ウ

ム
投
与
な
ど
と
と
も
に
、
③
乾
乳
後
期
飼
料
で
の
対
策
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
乾
乳
後
期
飼
料
で
は
、
で
き
る
だ

け
カ
リ
ウ
ム
含
量
を
抑
え
る
事
が
重
要
で
す（
飼
料
乾
物
中
、

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
調
整
な
し
の
場
合
１
・
１
％
以
下
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
調

整
あ
り
の
場
合
１
・
３
%
以
下
）。

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
調
整
飼
料
の
給
与

　

分
娩
前
に
マ
イ
ナ
ス
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
飼
料（
飼
料
中
の
陽
イ

オ
ン
、
陰
イ
オ
ン
を
調
整
し
た
飼
料
）を
給
与
し
、
代
謝

性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
状
態
に
す
る
事
で
、
低
Ca
血
症
の
リ
ス

ク
を
低
減
で
き
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
乾
乳
後

期
飼
料
で
マ
イ
ナ
ス
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
飼
料
を
採
用
す
る
場
合

は
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
値
マ
イ
ナ
ス
10
～
マ
イ
ナ
ス
15
m
Eq
/

１
０
０
g
が
目
安
で
、
主
な
ミ
ネ
ラ
ル
含
量
は
下
記
の
表

の
通
り
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
調
整
の
効
果
を

確
認
す
る
た
め
に
は
尿
の
pH
を
測
定
し
、
５
・
５
～
６
・
５

で
あ
る
か
確
認
す
る
事
が
重
要
で
す
。
飼
料
給
与
２
～
６

時
間
後
、
12
頭
程
度（
頭
数
が
少
な
け
れ
ば
全
頭
、
頭
数

が
多
け
れ
ば
牛
群
の
20
％
程
度
）を
測
定
し
、
そ
の
う
ち

pH
が
前
述
の
適
正
外
と
な
る
牛
の
割
合
が
15
％
以
内
で
あ

れ
ば
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

15
%
以
上
と
な
っ
た
場
合
、
粗
飼
料
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
再
分

析
し
、
再
調
整
す
る
必
要
が
あ
ま
す
。
個
体
間
で
バ
ラ
つ

き
が
多
い
場
合
は
選
び
食
い
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
混
合
不
良
な
ど

も
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
調
整
は
特
に
高
産
次
牛
で
よ
り
効
果
的
で
あ

る
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
正
確
に

調
整
し
た
飼
料
を
給
与
す
る
に
は
粗
飼
料
の
ミ
ネ
ラ
ル
を

分
析
す
る
事
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
次
号
、
後
編
に
続
く
）

全農酪農セミナー2020

移行期管理を成功させる
ためのポイント
第14回目を迎えた「全農酪農セミナー」はコロナ禍によりオンライン形式で開催し
ました。今年度は、本会と共同研究を実施している米国ウィリアム・H・マイナー農業
研究所のヘザー・ダン氏に「移行期管理を成功させるポイント」について講演をいた
だきました。今号では飼料・栄養について、次号で飼養管理についてご紹介します。

※現在は配信終了しています

米国ウィリアム・H・マイナー農業研究所

NEWS3月3～26日

前編：飼料・栄養管理
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泌乳期における粗飼料由来のNDF量の
違いが飼料摂取量へ及ぼす影響

粗飼料の
NDFがDMI
を制限
している

粗飼料の
NDFがDMI
を制限
している

目標は8mg/dl
以下となる時間を短くすること

臨床的乳熱を発症しなかった牛

DCAD調整なし（～+10mEq/100gDM）
DCAD調整あり（～0mEq/100gDM）
DCAD調整あり（-10～-15mEq/100gDM）

より強いDCADコントロールで減少

臨床的乳熱を発症した牛

分娩後29～84日
粗飼料由来NDF；20%
（NDF；32%, デンプン；28%）

分娩後1～28日
粗飼料由来NDF；27%
（NDF；31%, デンプン；26%）

図1 分娩前後の血中Caの推移と
乳熱の発症との関係

図2

DCAD調整時の乾乳後期飼料の
ミネラル推奨量

●DCAD=（mEq Na++mEq K+）-（mEq Cl-+mEq S2-）
●個体間の差異があるため-10～-15mEq/100gで調整

表 3産以上の牛における血漿中
Ca8.5mg/dl以下の割合（分娩後経時変化）

図3

分娩後日数
出典：Rockwell and Allen（2016）を基に作成

出典：Goff（2006）; Shire and Beede（2013）を基に作成 出典：Leno et al.（2015）CNCを基に作成

出典：Kimura et al.（2006）を基に作成
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